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企画名 大堀川わくわくウォーキング  

実施団体 

団体名 大堀川の水辺をきれいにする会 
 
問合せ先  深津 章文 

    TEL：090-3436-9724    Email： akmomo0613@true.ocn.ne.jp 

    ホームページ： http://ohorigawa.ciao.jp/ 

目的 市民の皆さんに、大堀川 に、より親しみを持っていただく。 

日時 2022 年 9 月 25 日（日）9:00～12:00  

プログラム・

概要・ルート

等 

豊四季駅北口 集合 ～ 西光院 ～ 西前田樋管 うなぎ道 ～ 地主神社 富士塚 ～  

レクリエーション公園（トイレ休憩） ～ 香取神社 ～ 木崎橋 花壇 ～ 北柏橋 

常夜燈～ 北柏駅 解散（約７．5キロ） 

参加対象 小学生以下は保護者同伴 

参加人数 一般参加 19名（大人 17名、大学生 2名） スタッフ 9 名（会員 9名） 

  

 

 

 

 

 

 

  

参加者や 

実施団体の 

感想 

台風接近で開催が危ぶまれたのですが、当日になってみれば秋晴れというよりは強い

日差しで日陰を選んで歩くような暑さとなりました。 

そんな中、ほぼ予定通りでコースを歩き、12時過ぎに北柏駅に到着・解散しました。 

参加者へのヒアリング結果では、大半は広報かしわが情報源であり、チラシによる参加

者がおらず、今後のチラシ配布方法に検討が必要と考えられました。 

柏 市 

内部講師による解説(西前田樋管) 駒木橋付近の大堀川河畔を歩く 

内部講師による解説(香取神社) ＪＲ北柏駅前にて解散 
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企画名 大津川中流域の自然と歴史を歩く 

実施団体 

団体名 大津川をきれいにする会 
 
問合せ先 輿石邦夫 

    TEL： 04-7193-1916      Email： koshiishigm@gmail.com 

   ホームページ： http://myzbe2010.web.fc2.com 

 
目的 風早南部フットパスを歩き、大津川中流域の豊かな自然と歴史を体感していただく。 

日時 2022 年 10 月 2 日（日）9:30～14:30 

プログラム・

概要・ルート

等 

集 合：9:30 東武アーンバンパークライン高柳駅東口 

コース: 高柳駅東口→かにうちの森→大津川→御嶽神社→高柳長屋門→香取神社→ 

高柳カタクリ群生地→神明社（昼食）→沼南の森→善龍寺→福寿院→富士塚 

→高柳駅西口（歩行約８ｋｍ） 

解 散：14:30 東武アーンバンパークライン高柳駅西口 

持ち物：弁当・飲み物・敷物・帽子 

参加対象 手賀沼流域の成人 

参加人数 一般参加 21 名（大人 21名） スタッフ 6名（会員 6 名） 

    

     かにうちの森         谷津田・斜面林       高柳カタクリ群生地 
 

      

      長屋門            神明社            善龍寺 

参加者や 

実施団体の 

感想 

参加者：①大津川流域の豊かな自然・歴史を沢山歩けて楽しかった。 

②谷津田・斜面林・里山など日本の原風景を体験出来て良かった。 

③春の桜・花の季節にも歩いてみたい。 

実施団体：①よく晴れたウォーキング日和で、楽しく歩いてもらえた。 

 ②大津川流域の自然・歴史を体感していただき、良かった。 

 ③参加者の年齢が 63～86 歳と高齢者で、約 8ｋｍの歩きは少しきつかった。 

 ④コロナ対策で体温測定、アルコール手指消毒、マスク着用など行った。 

柏 市 

http://myzbe2010.web.fc2.com/
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企画名 きのこ観察会（@こんぶくろ池自然博物公園） 

実施団体 

団体名 NPO法人こんぶくろ池自然の森 
 
問合せ先  川瀬美幸 

    TEL： 090-8495-0050  Email： demii02250114@gmail.com 
   ホームページ： http://www.konbukuroike.com/ 

目的 きのこの多様性や、きのこと森のかかわりやきのこを通して森の変化を観察する。 

日時 2022 年 10 月 16日（日）10:00～12:00 

プログラム・

概要・ルート

等 

きのこ観察会（外部講師 2 名、内部講師 2名） 

参加者集合後、スタッフ挨拶、講師紹介、注意事項後に 2班に分かれて、講師と参加者

が園路を散策しながらきのこを探す。（それぞれの班に安全管理でスタッフが同行） 

きのこをそれぞれ採取する。園路から戻り、管理棟にて採取したきのこの同定や記録を

行う。講師からのきのこの見分け方や生態などを学ぶ。 

参加対象 どなたでも（小学生以下は保護者同伴） 

参加人数 
一般参加 31 名（うち子ども 14 名）  

スタッフ 20 名 （会員 17名、外部講師 2 名、千葉菌類談話会 1名） 

きのこ観察会は毎年 10 月の第三日曜日に実施していて、

今回で 22 年目を迎えました。9 月中旬～10 月中旬は適度

に雨が降ったおかげで、こんぶくろ池や弁天池の湧水は

こんこんと湧き出し、森の湿度も適度に保たれてきのこ

の発生への期待がふくらみました。 

大きなテングタケ科のきのこは数が多くなかったです

が、星型でつつくと煙のような胞子を出すヒメツチグリ

の仲間のきのこや、紅色のきれいなベニタケの仲間、ヒ

イロタケというオレンジ色のきのこなど、見つけると嬉

しいきのこたちに出会えました。 

 

きのこ（菌類）は植物や動物遺体などから栄養をとり土に戻す腐生菌（ふせいきん）や、植物の根

に菌根（きんこん）をつくり、植物と栄養のやりとりをする菌根菌（きんこんきん）。他の生きも

のから栄養をとる寄生菌（きせいきん）など、生き方の違いがあり、発生する場所も様々です。実

際に森の中できのこを観察しながら、どんな特徴がある

きのこなのか、講師の解説を聞きました。 

 

お子さんの参加者も多かったですが、皆さんとても熱心

にきのこを探し、森の中や観察テーブルでも講師の先生

方の話しを最後まで集中して聞いている姿が印象的でし

た。 

きのこは森の掃除屋や、植物に栄養を持っていく運び屋

さん。本体の菌糸は目には見えないほど細くて小さいけ

ど、とても重要な役割を担っています。 

「きのこがいないと森は成り立たない！」という講師の

先生の言葉が心に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

参加者や 

実施団体の 

感想 

初めて見るキノコばかりで、先生の説明を聞きながらの観察会はとても、貴重な

経験でした｡子供達にとっても、生きた学習の機会になり、キノコをみつけたり、触

ったり、胞子がけむりのようにでてくるようすをみたり、ワクワクドキドキでした｡ 

改めて、こんぶくろ池自然公園の魅力を知りました｡お散歩の楽しみが増えました｡ 

本当にありがとうございました｡（参加者アンケートより抜粋） 
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企画名 手賀沼親子自然観察会－手賀沼用水路で魚とり！（柏） 

実施団体 

団体名 手賀沼水生生物研究会 
 
問合せ先  半沢裕子  

    TEL： 090-7243-6720               メール： fukuchang23@yahoo.co.jp             

  ホームページ：  http://suiken.teganuma.org/ 

目的 手賀沼の水辺の生きものについて、子どもたちや親に知ってもらう。 

日時 2022 年 10 月 23日（日）10:00～12:00  手賀沼 沼南側ヒドリ橋たもと 

プログラム・

概要・ルート

等 

 鈴木盛智代表から本日の予定、講師の鈴木規慈さん(魚類研究者)から魚のとり方、モン

ドリやガサガサの説明。 

 モンドリを仕掛ける ⇒タモ網で魚採り ⇒モンドリを引き上げ ⇒魚の分類。 

 講師の鈴木規慈さんによる解説。採れた魚やエビについて、魚の見分け方、外来種（外

国産、国内移入種）はどれか、どこから来たのかなど。 

参加対象 小学生以下は親子参加 

参加人数 参加者 25 名(大人 12名、子ども 13)、スタッフ 16名(うち 1 名は講師) 合計 41名 

 

 

 

 

参加者や 

実施団体の 

感想 

 今回もフォーラムが QR コードでの受付を引き受けてくれたので大変助かった。 

 好天で気温もちょうどよく、是公の観察会日和。 

 6 月の観察会(我孫子)では生き物が激減し心配したが、今回はここ数年で最も多い

種数、個体数となった。 

 水路に落ちた女児がいたが、すぐ引き上げ問題なかった。 

 特定外来生物のコウライギギ(5cm 大)が 10 匹以上確認され、ここがコウライギギ

の繁殖地になっていると推測された。また、特定外来生物ナガエツルノゲイトウを

初確認。かなり大きな群落で、水路を通じた拡散が心配される。 

<確認できた生き物> 

モツゴ、ギンブナ、ミナミメダカ、トウヨシノボリ、ドジョウ、タモロコ、ツチフキ、

カダヤシ、ブルーギル、コウライギギ、タイリクバラタナゴ、スジエビ、テナガエビ、

シナヌマエビ、アメリカザリガニ、ヌマガエル、タニシ、ヒメタニシ、アカネ属のトン

ボのヤゴ 
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企画名 テガヌマウィークエンド「手賀沼歴史クイズラリー」 

実施団体 

団体名 手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会 
 
問合せ先  鈴木亮平 

    TEL：070-8385-3599       Email：ryohei@tanacar.co.jp 

   ホームページ：https://teganumaweekend.com/ 

目的 手賀沼フィッシングセンターの来訪者に、手賀沼の歴史・環境に目を向けてもらう。 

日時 2022 年 10 月土日祝 9:00〜17:00 

プログラム・

概要・ルート

等 

手賀沼フィッシングセンター及びその周辺に、手賀沼の治水の歴史に関わるクイズ 

パネルを設置し、ラリー形式で巡る。 

「地図」を釣り堀受付で受け取りラリーをスタート。以下の 5箇所を巡る。 

①  numa café テラス 

②  釣り堀横いちょうの木 

③  曙橋 

④  手賀沼ふれあい緑道 

⑤  手賀沼ふれあい緑道駐車場東屋 

「地図」の回答欄に記入したら、釣り堀入り口で「解答書」と「景品（駄菓子セッ

ト）」を受け取り終了。 

クイズパネル及び解答書は添付の別紙を参照。 

参加対象 手賀沼フィッシングセンター来場者（メインターゲットはファミリー世帯） 

参加人数 
一般参加 350 名（景品の配布数）※正確に内訳をカウントはしていないが、未就学児〜

小学校低学年とその保護者の参加が多かった。 

     
①Numacafe テラス         ②釣り堀横いちょうの木            ③曙橋 

           
④手賀沼ふれあい緑道           ⑤緑道駐車場東屋            クイズラリー地図 

参加者や 

実施団体の 

感想 

・こどもたちには非常に好評の企画で探検気分を味わいながら楽しく参加してくれた。 

・問題自体は難しく設定し、正解率や 2〜3割といったところだが、保護者も含め、手

賀沼のあまり知られていない側面を知ってもらう良い機会となった。 

・釣り堀の客を中心に、ちょっとした合間の時間で参加してくれ、これまでフィッシン

グセンターから外に出る機会のなかった方々にも曙橋や緑道を散策してもらえた。 

柏 市 


